
喪主とは、基本的に故人様を供養する人を指します。

葬儀の間だけではなく、葬儀後の事も考え親族間でよく話し合ってお決めください。

喪主を誰が務めるかによって会葬者の人数も変動します。

故人様が大きく、はっきりと写っているものをお選びください。

スマホで撮ったもの。PCで保管してるものでも作製できます。

もちろん写真に印刷されたものでも作製できます。

お家の菩提寺（宗派）をお調べください。

菩提寺がお決まりでない場合は当社がご紹介する事も可能です。

お家の家紋をお調べください。

家紋を決めていないお家は、本家に合わせる場合が多いです。

分からない方は、墓石やご先祖の遺影写真に使われていることが多いので確認しましょう。

火葬するには、必ず火葬許可書が必要です。

病院が発行した死亡診断書　又は警察署より交付される検案書を役所に提出すると

火葬許可書が発行されます。

役所の火葬手続きは当社が代行致します。

その他　年金や国民健康保険の手続きは後日家族にてお願い致します。

仏式では、白い経帷子など死装束。神式では、白い御神衣に着替えます。

最近では、故人様のお気に入りの洋服や着物を着せてあげるご要望もあります。

火葬する事を念頭に、故人様へのお手紙など燃えるものを少量お選びください。

眼鏡・腕時計などは収骨や納骨の際に骨壺に納める事も可能です。

※火葬場によって異なります。ご確認ください。

♦棺の中に入れてあげれるもの

～　葬儀の打合せの際に　～

●喪主

●遺影写真

●菩提寺（宗派）

●家紋

●死亡診断書

♦ご納棺の時に故人様にお着せするもの



葬儀プランとは

各葬儀社独自に提供するセット内容です。

各プランによって、セットになっているものと

葬家が選び追加できるものがあります。

この項目は人数の増減によって変動する費用や

状況に応じて必要になってくる費用があります。

予算を考える時は、この経費が最も重要です。

どこの葬儀社もこの費用は必ず必要になります。

金額はさまざまです。

初めて葬儀を行う場合は、本家や家族で話し合い

寺院　又は　神社をお決めください。

～豆知識～
御香典は亡くなった方へ　お花やお線香の代わりにお供えするものです。

また、葬儀といった突然の出費に対してお互いの助け合う互助の為のものでもあります。

家族葬では、

御香典をお断りしお金が集まりにくい為、葬儀代の負担が多くなります。

※式場使用料・火葬料別途かかります。『セレモニーホールしもつま』は式場使用料無料です。
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葬儀総額費用

＋
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おもてなしの費用

返礼品

食事・飲料代

あらかじめ事前相談・お見積りを取ることをおすすめします

『セレモニーホールしもつま』では無料にて事前相談賜ります。

お葬儀のかかる金額は？

①

葬儀のプラン

一般葬プラン

家族葬プラン

お布施



この度は数ある葬儀社の中より、『㈲下妻葬祭』をご用命頂き誠にありがとうございます。

事前相談・生前予約は、もしもの時に慌てない為の準備になります。

なんでもお話頂き我社にてお手伝いさせて頂ければと思います。

●ご希望の葬儀をお選びください。

●ご希望の葬儀を行う場所はございますか？（ご希望に添えない場合がございます）

●ご希望の御遺体安置場所をお聞かせください。

●組合など　お手伝いはお願いしますか？

●菩提寺や神社　その他宗派の葬儀をご希望しますか？

●納骨はご希望させますか？

●お見積り書の作成をご希望されますか？

この相談書は『㈲下妻葬祭』にて厳重に保管させて頂きます。

お客様に心から満足いただける葬儀の提案をさせて頂きます。

はい　　　　　いいえ

　　　　　年　　　　　　月　　　　　日　　受付

事前相談・生前予約　　相談書（HP版）

住所

氏名 ご連絡先

一般葬　　　近親者にて行う小さな葬儀　　　火葬・納骨だけのシンプルな葬儀

セレモニーホールしもつま　　ヘキサホールきぬなど広域斎場　　自宅　　寺院　　その他

セレモニーホールしもつま　　　ヘキサホールきぬなど広域斎場　　　自宅

はい（　組合　・　町内　・　勤め先　）　　　　　　　いいえ（当社にて）

はい（　寺院　　神社　　その他宗派　　宗派問わず　）　　　　　　いいえ

はい（　葬家墓所　　納骨堂希望　　永代供養希望　）　　　　　　　いいえ


